
令和４年度

改善方策

10月 ２月

90%

１年85%
２年84%
３年87%
平均85%

１年82%
２年90%
３年94%
平均89%

99% 3
話合いは役立つと感じる生徒が増えてきた。今後も目的や意義を理
解させ，積極的に話し合う活動を取り入れていきたい。

Ａ
話すことがコミュニケーションと思わない
ように願っています。

話合い活動の進め方，やり方について定着を図
る。

90%

１年86%
２年79%
３年85%
平均80%

１年83.7%
２年85.4%
３年87.9%
平均85.6%

95% 2
中間評価よりも達成値は上がった。12月に行った生徒会行事や引継
ぎなどで生徒の活躍する場面が多くあり，本校の生徒たちも行事に
参加していると実感をもてた。

Ａ
メタ認知能力の育成・把握の場であると
思います。

生徒会行事にむけた取組を計画的に行い，生
徒会執行部会議を利用する。

85% 100% 118% 4

実際の体験を通して，働くことへの理解を深め，働くことの尊さや意
義を養うことができた。社会で求められる態度やマナーの大切さも実
感していた。これからの学校生活で習慣化できるよう取り組みを継続
する。

Ａ
良い取組だと思います。ぜひ，生徒のた
めに実りあることなので，続けてください。

・体験の内容を充実させるために，５日間の実施
にする。
・年間行事とのバランスをとり，事前・事後の学
習を深めるために，実施時期を変更する。

前年度
(97日，26
人)比減

68日
20人

91日
24人

（1月末現在）
107% 3

例年に続き，不登校生徒数が多いが，登校できる生徒が多く校内で
会うことができる。担任を中心に学年やSSRに係わる教員がしっかり
関わることで，その成果が出ている。

Ａ

ＳＳＲでの居場所づくりや学習の指導が
続けられ，参加する生徒にとっては，安心
して進路に向けて意欲づけがなされてい
る。

特別欠席扱いの生徒が通常の欠席となり，欠席
数が増加すると考えられ，より密にっ家庭連携
が必要となる。

年４回
実施

２回
実施

3回実施
（1月末現在） 75% 2

2月のいじめアンケート後に教育相談期間を予定している。教育相談
期の時間の捻出に難しさを感じるが，年間を通じて，教育相談期間
を有効に活用し，生徒理解が進んでいる。

Ａ
具体的ないじめ事案，指導の紹介もして
ほしかった。

教育相談は，生徒を理解する上で必要となる
が，時間の捻出が難しいため，教務部と連携し，
計画的に進める。

10%
未満

１年15%
２年18%
３年11%
平均15%

１年21%
２年18%
３年12%
平均17%

59% 2

コロナ禍の中，多くの内容が通常に戻っていっている中で，生徒も教
員も苦労しているように感じる。できることが増えている反面，ICT関
係など一気にできることが増え，スームスにいかない現実もある。こ
の中で対応できるようにしなければならない。

Ｂ
学校への所属感などが低いのが気になり
ます。アフターコロナにおいての学校適応
が表面化していると思います。

コロナ禍から元の生活に戻る中で，より丁寧な
生徒指導・生徒理解が必要になり，長期的に考
える必要がある。

年３回
実施

３回実施 ３回実施 100% 3
木下先生を招聘して，研究の方向性の確認，単元構想シートの作
成，ICTの活用事例の紹介の研修ができた。

Ｂ
同数をクリアすれば，質の高い「問い」に
つながるのか。担当の教諭から具体的な
説明がほしい。

単元構想シートを使って，本質的な「問い」，単元を通した「問い」，個別の
「問い」を立て，校内研修で各教科で「問い」が適切であるか協議した。ま
た，ブロック研修でも「問い」が主体的・対話的で深い学びにつながったか
などを協議し，質の高い「問い」につながるように研修した。

100% 100% 100% 100% 3 全教職員がデジタル機器に関して活用する場面が増えた。 Ａ
授業参観を通して，積極的にデジタル機
器を活用していることが分かった。

引き続き，研修等を活用して教職員のデジタル
機器活用向上に努めていく。

100% 100% 100% 100% 3 全教職員が校内外の研修に積極的に参加することができた。 Ａ
生徒が学びたいと実感できる学校となる
よう，自己研鑽に励んでください。

引き続き，校内外の研修に参加するようにして
いく。

100%
ア　　　96%
イ　　　96%
平均　96%

ア　　　90%
イ　　100%
平均　95%

95% 2
生徒が教え合ったり，学び合ったりする学び合いの場の設定は全教
員が実施している。ほとんどの教員が対話を通して学べるように意識
して授業ができている。

Ａ

一人一人が真剣に学習している点はすば
らしい。（課題について真剣に追究してい
る姿は，見ていて気持ちがよかった。
「学びのラボ」の活用は意義があると評価
できる。

引き続き，学び合い，教え合いの場を設定し，課
題を探究する授業づくりに取り組む。また，「学
びのラボ」を継続させ，学ぶ楽しさを実感させた
い。

市平均
以上

概ね市平均
以上

概ね市平均
以上

概ね
達成

2

各学年の国語，数学，理科のうち３年数学以外は，すべて市平均を
上回った。３年数学では，基本的な知識や図形領域の内容に課題が
見られたが，習熟度テストは，年間を通して全国平均・県平均を全て
上回り改善が見られた。（習熟度は市平均のデータなし）

Ａ
知識・技能を習得しての主体性だと思い
ます。今後も熱心に取組を継続してくださ
い。

生徒の主体的な学びを促すために，「学びのラ
ボ」を継続させ，知識・技能の定着を図るととも
に，学び方を指導する。

80%

振り返り
90%

振り返りの
活用85%

振り返り
86%

振り返りの
活用85%

107% 3
テストを受けたら，何がよかったか，何が足りなかったかなど取組を
振り返っている生徒が86％，振り返ったことを学習に生かしている生
徒が85％で，目標値を超えている。

Ｂ
振り返りの内容や実態，振り返りの活用
場面など，もっと説明してほしい。

「粘り強く取り組んだか」「学習方法を工夫したか」という観点でテストの取
組を振り返らせた。問題集を繰り返し解くなど粘り強く取り組んだり，わか
らないところはインターネットの動画を見たり，調べたりして工夫したとい
う生徒は点数も伸びていた。振り返ることで，自分の足りない取組に気づ
かせ，次の学習に生かせるように引き続き指導（振り返りの活用）してい
く。

100%
一人１単元
は作成

一人1単元
以上は作成 100% 3

一人１単元は単元構想シートを作成した。ブロック研修をする際は，
その単元についての単元構想シートを作成した。

Ａ
これからも授業改善に努め，授業力の向
上を図ってください。

引き続き，ブロック研修や全体研修を行い，授業
力の向上に努めていきたい。

80%
生活ﾉｰﾄ54%
探究ﾉｰﾄ81%

生活ﾉｰﾄ50%
探究ﾉｰﾄ80% 81% 2

生活ノートを使って学習計画を立てる50％，探究ノートを使って学習
を進める80％で，生活ノートの活用が十分ではなかったので，継続し
て指導していきたい。

Ｂ
生活ノートで立てる学習計画が，実行性・
具体性のあるものか再検討する必要があ
ると思う。

生活ノートで立てる学習計画が生徒の実態に
合っていない可能性があるので，再検討してい
きたい。

100% 100% 100% 100% 3
全保護者が登録しており，大切な事項については，積極的に市民
ポータルサイトを活用している。

Ａ 積極的に情報発信に努めてください。

100% 79% 82.5% 83% 2
１月現在で，在校時間のうち超過勤務が月80以上の教員が７名いる
が，意識をしている様子がうかがえる。校内平均は53時間01分となっ
ている。

Ａ
改善を期待していますが，難しい問題だと
思います。

　

　

⑮ポータルサイトへの登録状況及び活
用状況

⑯在校等時間のうち超過勤務が月80
時間以下

・働き方改革への取組

・特別活動における「話合い活
動」の研究及び実践

・生徒会による行事の運営，活性
化

・キャリア教育の充実

・SSRの充実
・生徒指導サポート実践校事業
の取組

・SC及び心のサポータと連携した
教育相談

・QUの実施，分析

・質の高い「問い」の設定

・デジタル機器の活用

・校内外の研修や研究会に参加
及び教育センター専門講座の受
講
・「対話」を促す探究デザイン

・単元テストの実施及び振り返り

・単元構想シートの活用

・学習評価の在り方研修

・ポータルサイトへの登録・活用
・部活動方針の遵守

・仕事の仕方改革に取り組む

・授業改善への取組の
充実

・カリキュラム・マネジメ
ントの充実

※目標の精選と重点化を行い、重点の項に「１」「２」「３」で表示する。

信
頼
さ
れ
る
学
校

3
先見性と一貫性があり，
保護者・地域から信頼され
る ⑰学校評価結果・分析対策・学校評議員会及び学校関係者

評価委員会において検討を重ね
る。

・令和６年度開始に向け
たコミュニティースクー
ルへの取組

年３回
実施

２回目
実施

年３回
実施

100% 3
計画的に実施することができた。いただいた評価を全体で共有し，改
善につなげることができた。

地域に開かれた学校となるよう期待して
います。

改善方策

生
徒
が
自
律
的
に
活
動
す
る
学
校

1

安心・安全な環境の中で関
わり合いやつながりを大切に
し，豊かな人間性や社会性を
育む

達成度 評価 結果と課題の分析 評価

①「話合いは役立つと感じている」の肯
定的な評価の割合

②「学校行事，生徒会行事に満足して
いる」の肯定的評価の割合

③「職場体験学習が役に立った」の肯
定的な評価の割合

④不登校生徒の欠席日数

⑤教育相談の実施回数

⑥QUの分析結果
（学級生活不満足群）

・豊かな人間性や社会
性を育む

・問題行動・不登校の未
然防止や解決に向けた
取組を充実させる

項
目

Ａ

学　校　評　価　表 （　中間評価　・　最終評価　） 東広島市立中央中学校

学校教育目標 経営理念

評価計画 自己評価
学校関係者評価

（学校運営協議会による評価）

・自律…自ら考え，判断し，行動する
・尊重…違いを理解し，他者を尊重する
・創造…他者と協働しながら新たな価値を創造する

人間尊重と生徒，保護者及び地域との信頼を基盤として，持続可能な社会の創造者・開拓者を育成する。

資
質
・
能
力
を
育
む
学
校

2

目標達成のための方策 評価項目 コメント

生徒一人一人の自己実現に
向け資質・能力を確実に育
成する

目
標
値

達成値
重
点

中期経営目標 短期経営目標

⑦講師を招聘した校内研修の実施

⑧場面に応じたデジタル機器の活用
状況

⑨校内外の研修や研究会，教育セン
ター専門講座の受講状況

⑩ア：生徒が生徒同士や生徒と教師な
　　　どの対話を通して学べるように指
　　　導している（教師アンケート）
　イ：生徒が教え合ったり，話し合った
　　　りする学びの場を設定している
　　　（教師アンケート）

⑪全国学力・学習状況調査等の結果

⑫単元テスト振り返りと振り返りの活用
状況

⑬単元構想シートの作成状況

⑭「生活ノート」「探究ノート」を活用した
学習状況調査

■自己評価

４…目標を上回って達成 ３…目標どおりに達成

２…目標をやや下回って達成 １…目標をかなり下回って達成

■学校関係者評価 （学校運営協議会による評価）
Ａ…とても適切である Ｂ…概ね適切である
Ｃ…あまり適切でない Ｄ…全く適切でない


